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「
創
業
は
今
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
年
以
上
前
に
遡
り
ま
す
。
田

舎
か
ら
出
て
き
た
祖
父
が
、
加
古
川
町
の
寺
家
町
で
商
売
を
始
め

た
こ
と
が
こ
の
店
の
原
点
で
す
」
と
、
下
川
社
長
は
話
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
昭
和
57
年
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
合
わ

せ
て
現
在
の
場
所
（
イ
オ
ン
加
古
川
）
へ
店
舗
を
移
し
、
オ
ー
プ

ン
当
初
か
ら
婦
人
服
を
扱
う
専
門
店
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
平
成
8
年
に
お
店
を
継
い
だ
下
川
社
長
は
「
祖
父
や
父
が
築

い
て
き
た
も
の
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
法
人
化

の
際
に
、〝
リ
ス
ペ
ク
ト
〞と
い
う
言
葉
を
屋
号
に
加
え
ま
し
た
。

　
お
店
で
取
り
扱
う
商
品
は
、
時
代
の
流
れ
や
地
域
の
お
客
様
の

好
み
に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
ミ

セ
ス
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
に
向
け
た
品
揃
え
は
特
に
支
持
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
若
者
向
け
の
店
舗
が
増
え
る
一
方
で
、
こ
の
世

代
を
対
象
と
し
た
店
舗
は
減
少
し
て
お
り
、
常
連
の
お
客
様
か
ら

「
や
め
た
ら
あ
か
ん
で
！
」
と
声
を
頂
く
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
お
店
の
魅
力
は
商
品
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年

大
切
に
し
て
き
た
「
お
客
様
と
の
関
係
づ
く
り
」
か
ら
、
店
内
は

温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
社
長
の
奥
様
で
あ
る

佳
子
さ
ん
の
接
客
は
評
判
で
、
「
こ
の
前
買
っ
た
服
に
合
う
小
物

も
あ
り
ま
す
よ
〜
」
と
い
っ
た
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た

り
と
お
買
い
物
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
雑
貨

や
日
用
品
な
ど
は
、
他
店
に
は
無
い
少
し
変
わ
っ
た
ア
イ
テ
ム
を

揃
え
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
実
用
的
な
商
品
も
人
気
だ
と
話
し
ま

す
。

　
下
川
社
長
は
「
商
品
を
通
じ
て
喜
び
と
夢
を
提
供
す
る
こ
と
」

と
い
う
会
社
の
理
念
を
と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様

は
特
別
な
日
や
旅
行
に
着
て
い
く
服
を
探
し
に
来
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
会
話
の
中
か
ら
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
「
こ
う
い

う
の
モ
ノ
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
を
仕
入
れ
に
も
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

接
客
を
第
一
に
、
ま
た
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
店
舗
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
創
業
か
ら
続
く〝
地
域
に
寄
り
添
う
お
店
〞を
、

大
切
に
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

【
現
在
、
大
人
コ
ー
デ
特
集
を
開
催
中
‼
春
の
オ
シ
ャ
レ
が
あ
な

た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
雑
貨
も
入
荷
中
で
す
の
で
、
ご

来
店
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
】

事業所データ
◆代表者
　代表取締役　下川　隆
◆所在地　
　加古川市平岡町新在家615-1

　イオン加古川２Ｆ

◆表紙写真
①イオン加古川内の店舗にて撮影。

　（右：下川社長、左：佳子さん（社

　長の奥様）

②③お気に入りの一着が見つかるはず！

　店内には、洋服や小物がずらりと並

　んでいます。

④やさしい手つきで、1着ずつ丁寧に

　整える佳子さん。

⑤店内で商品を確認する社長のひとこ

　ま。

しもかわ  たかし

令和７年分の所得税確定申告 締切日のご案内 他

「メガネは頼りになる相棒」
　走れメガネ屋さん
　　上原　由貴雄 さん

「地域の暮らしを支える〝縁の下の力持ち〞」
　兵庫県東播磨県民局　加古川土木事務所
　　所長　吉村　達郎 さん

「今月の“こんな日”」

～いちご編～
　フルーツ工房　はたや
　　畑 祐太郎 さん　畑 真仁郎 さん

リーダーに必要な目標設定
　－リーダーシップ研修を開催－

2026年 １月スタート！下請法から「取適法」へ

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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2026年 １月スタート！下請法から「取適法」へ2026年 １月スタート！下請法から「取適法」へ
　２０２６年１月、下請法は「中小受託取引適正化法（以下、取適法）」へと変わりました。これにより、適
用対象となる取引や事業者の範囲が拡大され、中小受託取引の公正化と受託側の中小企業の利益保護が強化さ
れます。一方で、発注側は法令を遵守することで、信頼される企業として選ばれ続けるための「道標」となり
ます。改正点を確認し、引き続き適切な取引を行いましょう。
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特　集

【
改
正
の
背
景
・
趣
旨
】

　
近
年
、
労
務
費
や
原
材
料
費
な
ど
の

コ
ス
ト
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
中
、

中
小
企
業
を
始
め
と
す
る
事
業
者
が
賃

上
げ
の
原
資
を
確
保
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
適
切
な
価
格
転
嫁
を
定

着
さ
せ
る
「
構
造
的
な
価
格
転
嫁
」
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
法
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
取
適
法
」
と
い
う
従

来
の
下
請
法
か
ら
の
名
称
変
更
・
用
語

変
更
だ
け
な
く
、
適
用
対
象
の
見
直
し
、

禁
止
行
為
の
追
加
な
ど
、
主
な
改
正
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
適
用
基
準
に
『
従
業
員
基

準
』
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

実
質
的
に
は
事
業
規
模
は
大
き
い
も
の

の
、
資
本
金
が
少
額
で
あ
る
事
業
者
や
、

減
資
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
適
法

の
対
象
と
な
ら
な
い
例
な
ど
も
存
在
し

て
い
た
た
め
、
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
象
取
引
に
『
特
定
運
送
委

託
』
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
法

律
で
は
、
発
荷
主
か
ら
元
請
運
送
事
業

者
へ
の
委
託
は
、
対
象
外
で
あ
り
、
立

場
の
弱
い
物
流
事
業
者
が
、
荷
役
や
荷

待
ち
を
無
償
で
行
わ
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

荷
主
・
物
流
事
業
者
間
の
問
題
（
荷

役
・
荷
待
ち
）
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

こ
の
度
、
取
適
法
に
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

【参考・出典】 公正取引委員会『中小受託取引適正化法ガイドブック』、
　　　　　　　政府広報オンライン『２０２６年１月から下請法が「取適法」に！委託取引のルールが大きく変わります』、
　　　　　　　日本商工会議所『中小受託取引適正化法チェックシート』

✔「下請」という用語は無くなります！

●「親事業者」→「委託事業者」

●「下請事業者」→「中小受託事業者」

✔ 適用基準に「従業員基準を追加」
　　従来の資本金基準に加え、従業員基準
　（300人、100人）が追加され、規制及び
　保護の対象が拡充されます。
✔ 対象取引に「特定運送委託（※）」を追加
　　適用対象となる取引に、製造等の目的物
　の引渡しに必要な運送の委託が追加されま
　す。

 

※「特定運送委託」（改正により追加）（類型１の例）
例）家具小売業者が、販売した家具を顧客に引き渡す場合に、その家具の運送を運送事業者に委託する場合

委託事業者
（業として販売）

ココが
取適法の対象

③物品の運送

②物品の運送の全部又は一部を委託

中小受託
事業者

取引先

①物品の販売

改正点の概要　用語の変更

改正点の概要　適用対象の拡大

①
何
が
変
わ
る
？
改
正
の
全
体
像

②発注側も受注側も一目でわかる取適法対応チェック！

 

NG！「末締め翌々月払い」
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公正取引委員会　
近畿中国四国事務所　取適法担当

近畿経済産業局 産業部中小企業課
取引適正化推進室

（公財）全国中小企業振興機関協会
「取引かけこみ寺」
（電話相談・オンライン相談など）

③受注側も知っておきたい！やってはいけないNG行為と改正ポイント

④これって違反じゃないの・・・・？ もし、不当な扱いを受けたときには

委託事業者には11項目の遵守事項が定められています。
本稿では、改正で追加された禁止行為に関連した３項目について説明します。

もし取引内容に不安がある場合は、早めに専門機関へ相談しましょう。
公正取引委員会や中小企業庁、各地域の経済産業局には専用の窓口が設置されています。　

①代金の支払遅延

②代金の減額

③協議に応じない一方的な代金決定
　　　　　　　　　　　　（改正により追加）

発注時の金額と違う！

価格交渉したい…

〒540-0008　大阪市中央区大手前4-1-76
　　　　　　　大阪合同庁舎第4号館
　　　　　　　☎06-6941-2176（直）

〒540-8535　大阪市中央区大手前1-5-44
　　　　　　　大阪合同庁舎1号館
　　　　　　　☎06-6966-6037（直）

政府広報オンライン
「2026年1月から下請法が「取適法」に！
委託取引のルールが大きく変わります」

公正取引委員会 中小受託取引適正化法（取適法）
ガイドブック・パンフレット

相談窓口 参考資料

　発注した物品等の受領日から、60日以内で定められて
いる支払期日までに代金を支払わないことです。物品等
の検査、検収に日数がかかる場合でも、受領後60日以内
に支払わなければ、支払遅延になります。　

●違反行為想定事例
　検収後に支払いを行う制度を採用しているところ、納入されたプログラムの検査に3カ月を
要した為、納入後60日を超えて代金を支払った。

💡改正のポイント
　手形を交付することや、その他の支払手段（電子記録債権等）についても、期日までに代金
相当額満額を得ることが困難なものが禁止されます。

●違反行為想定事例
　委託事業者が代金の額の引き下げを要請する場合において、中小受託事業者がその説明を求
めたの対し、具体的な理由の説明や根拠資料の提供をすることなく、代金の額を引き下げた。

💡改正のポイント
　協議の求めを無視したり、協議の実施を繰り返し先延ばしにしたりして、協議の実施を困難
にさせる場合も、協議に応じない一方的な代金決定に該当し、禁止されます。

　この他にも禁止項目には「受領拒否」や「返品」、「買いたたき」、「購入・利用強制」、「報
復措置」、「不当な給付内容の変更、やり直し」等もあります。以下のＱＲコードから詳細な内容
をしっかり確認しておきましょう！

　中小受託事業者に責任がないのに、発注時に決定した
代金を発注後に減額することです。協賛金の徴収、原材
料価格の下落など、名目や方法、金額にかかわらず、あ
らゆる減額行為が禁止されます。　

　委託事業者が、中小受託事業者から価格協議の求めが
あったにもかかわらず、協議に応じなかったり、必要な
説明を行わなかったりするなど、一方的に代金を決定す
ることです。

●違反行為想定事例
　部品の製造委託に関し、単価引き下げ合意前に発注した部品について、引き下げ後の単価を
遡って適用することにより、引き下げ前と引き下げ後の差額単価に相当する額を差し引いて代
金を支払った。

💡改正のポイント
　中小受託事業者との合意の有無にかかわらず、代金を中小受託事業者の銀行口座へ振り込む
際の手数料を中小受託事業者に負担させ、代金の額から差し引くことは減額に該当し、禁止さ
れます。
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　東播磨県民局内にある加古川土木事務所は、
道路や河川、港湾などのインフラ整備を通し
て地域の暮らしを支える“縁の下の力持ち”。
　昨年4月に着任された吉村所長に、加古川市
内の主要なプロジェクトの現在と未来につい
てお話をお伺いしました。

土
木
事
務
所
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す

　

加
古
川
市
・
高
砂
市
・
明
石
市
・
稲
美

町
・
播
磨
町
を
管
轄
す
る
加
古
川
土
木
事
務

所
は
、
道
路
・
河
川
・
港
湾
と
い
っ
た
地
域

の
基
盤
を
支
え
る
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

当
事
務
所
の
特
徴
と
し
て
は
、
多
い
と
こ

ろ
で
１
日
５
万
台
が
行
き
交
う
国
道
2
5
0

号
（
明
姫
幹
線
）
、
自
動
車
専
用
道
路
の
東

播
磨
道
な
ど
県
内
屈
指
の
幹
線
道
路
を
管
理

し
て
お
り
、
重
要
港
湾
（
東
播
磨
港
）
以
上

を
管
理
し
て
い
る
点
で
は
県
下
唯
一
の
土
木

事
務
所
で
す
。

東
播
磨
道
の
全
線
開
通
が
も
た
ら
す

整
備
効
果

　

昨
年
11
月
30
日
に
東
播
磨
道
八
幡
三
木
ラ

ン
プ
以
北
が
完
成
し
、
南
工
区
の
着
手
か
ら

26
年
を
経
て
、
東
播
磨
道
が
全
線
開
通
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
整
備
効
果
と
し
て
、
加
古

川
市
役
所
か
ら
小
野
市
役
所
ま
で
の
移
動
時

間
は
38
分
か
ら
21
分
へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

経
済
の
活
性
化
や
一
般
道
の
渋
滞
解
消
、
医

療
拠
点
（
加
古
川
市
民
病
院
・
県
立
加
古
川

医
療
セ
ン
タ
ー
・
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
）
を
結
ぶ
「
命
の
道
」
と
し
て
の
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
用
地
提
供
や
工
事
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
国
へ
の

予
算
要
望
等
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
市

町
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

加
古
川
橋
架
け
替
え
と
４
車
線
化

未
来
へ
つ
な
が
る
道
路
整
備

　

国
道
2
号
の
4
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
坂

元
交
差
点
か
ら
加
古
川
橋
西
詰
ま
で
の
約
3.1

㎞
を
対
象
に
、
4
つ
の
工
区
に
分
け
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
東
西
間
の
移
動
を

支
え
る
加
古
川
橋
工
区
で
は
、
老
朽
化
し
た

既
設
橋
を
架
け
替
え
る
た
め
、
ま
ず
2
車
線

の
橋
を
新
設
し
、
交
通
を
切
り
替
え
た
う
え

で
既
設
橋
を
撤
去
す
る
計
画
で
す
。
橋
脚
数

を
16
本
か
ら
5
本
へ
と
減
ら
す
こ
と
で
治
水

能
力
が
向
上
し
、
豪
雨
時
の
安
全
性
が
高
ま

り
ま
す
。
昨
年
5
月
に
桁
架
設
が
完
了
し
、

今
年
度
内
に
は
床
版
や
防
護
柵
の
施
工
が
進

む
予
定
で
す
。

　

寺
家
町
工
区
・
平
野
工
区
で
は
用
地
買
収

を
行
っ
て
お
り
、
事
業
の
進
捗
に
は
地
権
者

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
加
古

川
市
か
ら
は
職
員
の
派
遣
も
い
た
だ
き
、
県

と
市
が
一
体
と
な
っ
て
早
期
完
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

道
路
・
河
川
・
下
水
道
・
港
湾
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
は
当
た
り
前
の
存
在
で
す
が
、

地
域
の
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
作
る
だ
け
で
な
く
、

次
の
世
代
も
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
責
任
の
あ
る
仕
事
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
当
事
務
所
で
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
様
々
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

（加古川橋工事の
様子等もご覧いた
だけます）　　　
　　　　　　

加古川土木事務所
Instagram

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　 

〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　 

〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞

兵庫県東播磨県民局
加古川土木事務所

所長　吉村　達郎  さん
よしむら たつろう
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エッセイ

　
眼
鏡
の
大
手
全
国
チ
ェ
ー
ン
店

で
転
勤
を
繰
り
返
し
て
、
私
が
最

後
に
選
ん
だ
の
が
「
加
古
川
」
。

そ
れ
か
ら
33
年
、
本
当
に
こ
の
地

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
加
古
川
で
個
人
事

業
主
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ん

て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
は
想
像

も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
45
年
間
、
眼
鏡
業
界
で
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
し
て
勤
め
、
順
調
に
職

位
も
上
が
っ
て
行
き
、
こ
の
ま
ま

普
通
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
思

い
き
や
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
発

症
。
し
か
し
、
偶
然
に
も
リ
ウ
マ

チ
専
門
の
病
院
が
車
で
15
分
の
場

所
に
あ
り
、
先
生
や
看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
懸
命
の
治
療
と
オ
ペ
を
繰
り
返
し
、
今

で
は
見
た
目
に
分
か
ら
な
い
く
ら
い
治
り
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
の
命
に
ど
う
恩
返
し

す
べ
き
か
と
考
え
、
た
ど
り
着
い
た
答
え
は
、

や
は
り
長
年
携
わ
っ
て
き
た
〝
メ
ガ
ネ
〞
で

恩
返
し
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
最
後
は
、
訪
問
部

門
に
就
い
て
い
て
、
年
齢
的
に
も
志
半
ば
で

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
既
に
多
く
の

お
客
様
宅
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、
仕
事
と
し

て
以
上
に
、
店
内
販
売
で
は
得
ら
れ
な
い
満

足
感
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
得
ら
れ
、

満
足
に
働
け
る
ま
で
戻
っ
た
こ
の
身
体
と
命

を
、
目
の
見
え
方
に
困
っ
て
い
る
方
々
に
尽

く
し
た
い
。
そ
の
想
い
が
〝
メ
ガ
ネ
、
補
聴

器
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
〞
と
い
う
形
に
な
り
ま

し
た
。
独
立
し
て
3
年
。
今
や
、
兵
庫
に
留

ま
ら
ず
北
陸
や
東
京
、
岡
山
な
ど
県
外
か
ら

も
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
忙
し
く

て
嬉
し
い
悲
鳴
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
私
の
メ
ガ
ネ
へ
の
想
い
は

強
い
だ
け
で
な
く
、
少
し
変
わ
っ
て
お
り
ま

し
て
（
汗
）
。
今
、
使
用
中
の
メ
ガ
ネ
を
使

い
、
目
の
前
で
説
明
し
な
が
ら
メ
ガ
ネ
を
修

正
し
て
い
き
、
ア
ナ
ロ
グ
技
術
の
み
で
ズ
レ

な
い
よ
う
に
調
節
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ズ

レ
が
な
い
と
好
影
響
が
続
き
ま
す
。

　
少
し
だ
け
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
①
角
膜
と

レ
ン
ズ
裏
面
ま
で
12
ミ
リ
。
②
レ
ン
ズ
の
角

度
は
下
向
き
5
度
。
③
ソ
リ
角
（
顔
に
沿
う

よ
う
に
カ
ー
ブ
）
5
度
く
ら
い
。
レ
ン
ズ
度

数
は
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
基
準
と
し
て
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
で
こ
の
基
準
に
合
わ
せ
な
い
と
見
え

方
が
変
わ
る
か
も
と
い
う
事
で
す
。

　
こ
の
私
の
メ
ガ
ネ
へ
の
強
い
想
い
は
講
演

に
も
結
び
つ
き
、
講
演
会
で
は
メ
ガ
ネ
装
用

者
が
実
は
『
得
だ
ら
け
』
で
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
①
有
害
な
紫
外
線
を
カ

ッ
ト
で
き
る
こ
と
。
②
目
を
ゴ
ミ
や
異
物
か

ら
守
れ
る
こ
と
。
③
装
い
と
し
て
楽
し
め
る

こ
と
。
④
掛
け
た
ま
ま
で
遠
く
も
近
く
も
見

や
す
く
、
若
々
し
い
印
象
を
保
て
る
こ
と
。

そ
し
て
、
全
く
違
う
切
り
口
か
ら
の
「
似
合

う
メ
ガ
ネ
」
の
考
え
方
に
ま
で
。
私
の
メ
ガ

ネ
活
動
の
根
底
に
は
【
誤
解
と
思
い
込
み
の

打
破
】
と
い
う
信
条
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
メ
ガ
ネ
と
補
聴
器
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

の
み
な
ら
ず
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や

イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
、
L
I
N
E
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
し
て
の
発
信
、
己
書
師
範
等
、
加
古
川

か
ら
多
く
の
発
信
が
出
来
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
こ
こ
加
古
川
を
中
心
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「メガネは頼りになる相棒」

T E L
営業内容

：
：
090-3894-4731
メガネと補聴器の訪問サービス

上原　由貴雄走れメガネ屋さん
うえはら ゆきお

ライブ配信を行う上原さん
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プロが教えるちょこっとアドバイスプロが教えるちょこっとアドバイス

　寒さ厳しい冬も過ぎ、ようやく春の兆しが見え始めました。現在旬の最盛期を迎
えている“いちご”について、おすすめの保存方法やスーパー等で購入する際の見分
け方、おすすめの食べ方についてお聞きしました。取材先は上荘町にある「フルー
ツ工房　はたや」の畑 祐太郎さんと畑 真仁郎さんご兄弟。いちご愛の溢れるプロ
にアドバイスをもらいました。

～ いちご 編 ～

Q.保存する際のポイントは？
A.冬は冷暗所（暖房のついていない部屋）で、春は野菜室
で保管してください。冷蔵庫は湿度が低く、乾燥してしま
うのであまりおすすめできません。食べきれなかった分は
ヘタを下にして立てて置いたり、皿へ移したりと、接地面
をできるだけ減らすことが重要です。

Q.店頭で購入する際のポイントはありますか？
A.上の方まで全体的に色づいているものがおすす
めです。いちごは収穫後、赤くなるだけで追熟は
せず、甘くなりません。新鮮さも大切で、時間が
経つと水分が抜けてしまうのでハリのあるものを
選びましょう。

Q.どのように食べるのがおすすめですか？
A.さっと洗う程度にすると香りが飛びません。ヘタ
を取るのは食べる数時間前までに留めておき、乾燥を
防ぎましょう。品種によって味や色、硬さも異なるの
でどんなスイーツにも合います。「はたや」では好み
や使用目的に応じて選ぶ際のお手伝いも行っておりま
す。

🍓甘みと酸味のバランス🍓
『ロイヤルクイーン』
・果汁がとても多く酸味を感じない
・真紅の色合いと濃厚な味わい
・県内で食べられるのは、はたやのみ！

🍓甘党必食🍓
『あまえくぼ』
・濃厚な甘さとしっかりした実
・酸味がとても少なく、糖度が高い
・果皮はオレンジがかり、断面は白色

フルーツ工房　はたや
加古川市上荘町国包1001
☎090-9094-1515

　王道の品種から珍しいものま
で！愛情たっぷりに育てたいちご
を完熟の状態で収穫し、朝採れの
新鮮なものが直売所に並びます。
　贈答用にぴったりの大粒のいち
ごや、お家でも楽しめる訳あり品、
ジャムやシロップを販売していま
す。
　詳細は右記QRコ
ードよりHPをご覧
ください。

（写真上）畑 真仁郎さん
（写真下）畑 祐太郎さん

真仁郎さん
推し

祐太郎
さん

推し
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◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

１
月
23
日
、
令
和
７
年
度
１
月
臨
時

総
会
及
び
１
月
例
会
「
令
和
８
年
新
春

懇
親
会
〜
絆
〜
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
次
年
度
の
会
長
所
信
、

正
副
委
員
長
、
出
向
者
が
承
認
さ
れ
、

来
年
度
に
向
け
い
よ
い
よ
動
き
始
め
ま

し
た
。

　

続
く
新
春
懇
親
会
に
は
、
ご
来
賓
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
現
役
メ
ン
バ
ー
と
多
数

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
バ
ン
ド

演
奏
や
前
会
頭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
次

年
度
役
員
紹
介
を
盛
り
込
み
、
こ
れ
ぞ

青
年
部
と
い
う
活
気
を
お
披
露
目
で
き

ま
し
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る「
絆
」を
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
も
感
じ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
共
に
走
り
抜
け
て
く
れ
た

委
員
会
メ
ン
バ
ー
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

残
り
数
ヶ
月
、
さ
ら
に
新
た
な
絆
を
深

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

（
総
務
広
報
委
員
長　

窪
田　

健
二

　

地
域
渉
外
委
員
長　

興
梠　

正
樹
）

　

２
月
４
日
、
令
和
７
年
度
２
月
例
会

「
加
古
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
引
き

継
ぎ
式
〜
未
来
へ
繋
ぐ
〜
」
を
加
古
川

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
相
生
の
間
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

 

ビ
ジ
ョ
ン
研
究
委
員
会
と
し
て
一
年

を
か
け
て
勉
強
し
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
２
０
２
６
年
〜
２
０

３
０
年
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
本
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

松
下
会
長
と
山
本

次
年
度
会
長
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
の

挑
戦
と
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
理
解
を
深
め
て

同
じ
方
向
を
向
き
、
さ
ら
に
強
固
な
組

織
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

 

素
晴
ら
し
い
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
来

た
の
も
、
全
メ
ン
バ
ー
の
ご
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
委
員
長  

冨
士
原  

満
）

　
　

令
和
８
年
度
役
員（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

監　

事　
　

杉
浦 

元
記

　

監　

事　
　

山
本 

渉

　

会　

長　
　

山
本 

裕
一

　

副
会
長　
　

竹
内 

一
真

　

副
会
長　
　

中
川 

誠
貴

　

副
会
長　
　

中
野 

二
郎

　

副
会
長　
　

原
田 

哲

　
専
務
理
事　
　

佐
藤 

正
巳

　

理　

事　
　

伊
東 

優
希

　

理　

事　
　

岩
脇 

遼

　

理　

事　
　

片
田 

寛
之

　

理　

事　
　

小
林 

賢
人

　

理　

事　
　

佐
伯 

隆
典

　

理　

事　
　

高
松 

志
行

　

理　

事　
　

田
中 

健
司

　

理　

事　
　

辻　

 

惇
之

　

理　

事　
　

恒
吉 

宏
瑛

　

理　

事　
　

新
田 

大

　

理　

事　
　

畠
山 

聖
子

　

理　

事　
　

平
田 

光
貴

　

理　

事　
　

藤
井 

隆
志

　

理　

事　
　

藤
林 

健
汰

　

理　

事　
　

松
﨑 

壮

　

理　

事　
　

宮
本 

隆
太

　

理　

事　
　

森　
 

翔
太

　

理　

事　
　

山
平 
純

今
年
も
絆
を
大
切
に

ー
臨
時
総
会・新
春
懇
親
会
を
開
催
ー

５
年
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
考
え
る

ー
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
引
き
継
ぎ
式
を
開
催
ー

　

１
月
27
日
、
鹿
島
興
産
㈱　

代
表
取

締
役
の
山
本
広
高
氏
を
講
師
に
「
リ
ー

ダ
ー
が
知
っ
て
お
く
べ
き
目
標
設
定
の

や
り
方
」
と
題
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ

る
８
つ
の
能
力
の

う
ち
の
１
つ
と
し

て
目
標
設
定
の
重

要
性
を
取
り
上
げ
、

方
向
性
を
明
確
に

す
る
こ
と
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
、

成
果
・
成
長
を
可
視
化
す
る
こ
と
の
３

つ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
法
則

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
に
加
え
、
Ｗ
ｈ

ｙ
（
意
義
）
+
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
+
Ｈ
ｏ
ｗ

（
道
筋
）
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
解
釈
や
行

動
を
一
致
さ
せ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
標
を
生
き
た
も
の
に
す
る

た
め
の
３
つ
の
原
則
や
、
目
標
を
共
創

す
る
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
、
明
日
か
ら

実
践
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提

示
し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
10
名

　

小倉氏による詳細説明

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
目
標
設
定

ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

１
月
20
日
、
兵
庫
大
学　

生
涯
福
祉

学
部　

社
会
福
祉
学
科
の
小
倉
毅
教
授

を
講
師
に
、
「
発
達
障
害
と
職
場
の
未

来
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

発
達
障
害
の
概
要
に
つ
い
て
歴
史
や

法
律
に
基
づ
い
て
説
明
し
、
発
達
障
害

の
あ
る
人
と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
小

倉
氏
は
「
学
習
障

害
は
読
み
書
き
・

会
話
（
聞
く
・
話

す
）
・
計
算
な
ど

の
う
ち
特
定
の
も

の
に
つ
い
て
の
困

難
を
示
す
状
態
で

あ
る
た
め
、
一
見
他
の
人
と
違
い
が
あ

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
」
と
話
し
、

「
そ
の
人
な
り
の
ル
ー
ル
や
決
ま
り
の

よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
が
何
か
を
理
解
す
れ
ば
付
き

合
い
方
が
見
え
て
く
る
。
専
門
家
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
こ
と
も
有
効
で
あ

る
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
で
も
メ

ン
バ
ー
か
ら
質
問
が
出
て
、
小
倉
氏
は

丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
18
名

　

支
え
合
っ
て
働
く
た
め
に

ー
１
月
度
定
例
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

　
環
境
保
全
研
究
会

　

１
月
16
日
、
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
部

会
の
視
察
研
修
会
を
開
催
し
、
伊
東
電

機
㈱
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
会
社
の
概
要
や
事
業
内
容
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
動
画
を
視
聴
し
ま
し
た
。
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
省

エ
ネ
で
安
全
な
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
開
発

提
供
し
、
自
動
化
・
効
率
化
と
い
う
解

決
策
を
提
供
し
て
い
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
搬
送
技
術
を
農

業
分
野
に
も
広
げ
、
自
動
化
に
よ
る
環

境
に
優
し
い
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
の
研

究
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
社
工
場
を
順
に
廻
り
、

各
組
立
エ
リ
ア
や
出
荷
製
品
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
し
ま

し
た
。
同
社
の
コ
ア
技
術
と
な
る
Ｍ
Ｄ

Ｒ
と
そ
の
制
御
技
術
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
を
駆
使
し
た
Ｍ
Ｄ
Ｒ
式
マ
テ
ハ
ン

の
最
新
の
実
演
装
置
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
完
全
人
工
光
型
植
物
工
場
の

栽
培
棟
も
見
学
し
、
技
術
力
の
高
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
11
名

　

企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
視
る

ー
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

　
女　
性　
会

　

１
月
27
日
、
令
和
８
年
加
古
川
商
工

会
議
所
女
性
会
主
催
の
新
春
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
会
会
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
終
始
和
や
か
で
温
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
期
は
新
た
に

13
名
の
仲
間
を
お

迎
え
し
、
新
し
い

出
会
い
と
今
後
の

活
動
へ
の
期
待
を

感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
女
性
会
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
包 

成
鳳
氏
に
よ
る
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
。
華
や
か
な
舞
い
が
会
場
を
彩

り
、
会
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
長
谷

川　

慶
悟
氏
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

生
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
心
に
響
く
音
色

が
会
場
を
優
し
く
包
み
込
み
、
参
加
者

同
士
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
く
れ
ま
し

た
。

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
、
女
性
会
の
つ
な

が
り
を
改
め
て
感
じ
る
、
大
変
有
意
義

な
新
春
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
理
事　

嶋
田　

純
子
）

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
１
年
に

ー
新
春
懇
親
会
を
開
催
ー

来賓の方々と

会
議
所
の

会
議
所
の

なんば広場を視察

　

２
月
６
日
、
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
視

察
研
修
会
を
開
催
し
、
大
阪
府
大
阪
市

中
央
区
の
な
ん
ば
駅
周
辺
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

な
ん
ば
駅
周
辺
に
お
け
る
空
間
再
編

推
進
事
業
に
つ
い
て
大
阪
市
の
担
当
職

員
か
ら
概
要
説
明
を
受
け
、
難
波
エ
リ

ア
が
大
阪
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
担

っ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

大
阪
都
市
軸
（
南
北
軸
）
の
拠
点
の
一

角
で
あ
る
こ
と
や
、
商
業
・
文
化
・
観

光
機
能
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
発

意
の
人
中
心
の
空

間
づ
く
り
で
賑
わ

い
と
憩
い
の
形
成

を
行
っ
て
お
り
、

世
界
を
ひ
き
つ
け

る
観
光
拠
点
と
し

て
上
質
で
居
心
地
の
良
い
空
間
を
創
出

し
て
い
る
と
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
歩

行
者
に
と
っ
て
よ
り
安
全
安
心
で
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
空
間
に
再
編
さ
れ
て
い
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

概
要
説
明
の
終
了
後
、
な
ん
ば
広
場

を
中
心
に
現
地
を
視
察
し
、
現
状
や
課

題
点
を
考
察
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
17
名

　

「
ミ
ナ
ミ
」か
ら
学
ぶ

ー
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

 

加
古
川
市
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会
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会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【
ご
準
備
く
だ
さ
い
】

　

令
和
７
年
分
以
降
よ
り
、
「
特
定
親
族
特

別
控
除
の
創
設
」
と
「
扶
養
親
族
等
の
所
得

要
件
の
改
正
」
が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
控
除
金
額
の
確
認
の
た
め
、

申
告
者
の
扶
養
親
族
の
収
入
が
わ
か
る
書
類
、

ま
た
は
左
記
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

相
談
会
当
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
配
偶
者
の
令
和
７
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　

配
偶
者
氏
名
・
年
齢
、
①
給
与
所
得
の
収

　

入
金
額
・
所
得
金
額
、
②
給
与
所
得
以
外

　

の
所
得
の
合
計
額
、
配
偶
者
の
令
和
７
年

　

中
の
合
計
所
得
金
額（
①
と
②
の
合
計
額
）

○
特
定
親
族
の
令
和
７
年
中
の
合
計
所
得
金

　

額

　

特
定
親
族
の
氏
名
、
特
定
親
族
の
令
和
７

　

年
中
の
合
計
収
入
金
額
・
合
計
所
得
金
額

※
「
特
定
親
族
」
と
は
、
申
告
者
と
生
計
を

　

一
に
す
る
年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
親

　

族
（
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
養
育
を

　

委
託
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
里
子
を
含
み
、
配

　

偶
者
、
青
色
事
業
専
従
者
と
し
て
給
与
の

　

支
払
を
受
け
る
人
及
び
白
色
事
業
専
従
者

　

を
除
き
ま
す
）
で
合
計
所
得
金
額
が
58
万

　

円
超
１
２
３
万
円
以
下
（
給
与
所
得
だ
け

　

の
場
合
は
、
給
与
の
収
入
合
計
が
１
２
３

　

万
円
超
１
８
８
万
円
以
下
）
の
人
を
い
い

　

ま
す
。

※
親
族
が
、
２
人
以
上
の
所
得
者
の
特
定
親

　

族
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
親
族
は
、

　

こ
れ
ら
の
所
得
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
人

　

の
特
定
親
族
に
の
み
該
当
す
る
も
の
と
み

　

な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も
特
定
親
族
特

　

別
控
除
の
適
用
が
受
け
る
事
が
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 ！消費税申告書（一般課税）の下準備のお願い！
　令和５年10月以降の取引は、税額「８％」と「10％」、インボイスの「有」と「無」の４種類に分けて　
合計（インボイス登録日が10月1日以降の方は、そちらも分けて合計）し、来所下さい。
　整理せずに来所された場合は、当日中の対応をお断りする場合もありますことご了承下さい。

確定申告締切日：３月16日（月）

●ご持参願いたいもの
　１．令和５年・６年分所得税の決算書（控）及び申告書（控）
　２．帳簿及び原始記録（帳簿等の合計欄は必ず計算しておいて下さい）
　３．生命保険料、地震保険料、国民健康保険、国民年金、その他控除を受ける証明書
　４．令和５年・６年分消費税申告書（控）及び付表（控）
　５．税務署から郵送されてきた書類一式（「確定申告のお知らせ」ハガキ等）
　６．インボイス登録日がわかる書類（適格請求書発行事業者の登録通知書等）
　７．本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）
　８．マイナンバー確認書類（マイナンバーカード、マイナンバー通知書、住民票等）

●お問い合わせ　加古川商工会議所　中小企業相談室　TEL079－424－3355

令和７年分の所得税確定申告　締切日のご案内
申告がお済みでない方はお早めに！

　当所では、会員事業所の皆様方の決算申告準備のお手伝いをいたします。申告書提出締切日より余裕を
持って、お早めにお越しください。
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●カメラ発明記念日（19日）
　１８３９年のこの日、フランスの画家・写真家の
ルイ・ジャック・マンデ・ダゲールが写真機を発明
した。この写真機は発明者の名前をとって「ダゲレ
オタイプ」と呼ばれ、長時間露光させるため写真機
の前で長い間じっとしていなければならなかったが、
大変な人気を集めた。日本語では「銀板写真」とも
呼ばれる。

　日が長くなってきました。

四季それぞれに良さはありま

すが、暖かく過ごしやすい春

はやはり良いものです。

　ところで、今年の確定申告

は３月16日まで。お忘れな

きよう。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

【個別経営相談会】3・4・5・10・11・12・17・18・19・24・25・26・31日

商工かこがわ３月号

発　行　
　2026年３月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

●●●●●●●●●●●３月の会議所カレンダー３月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
2
3
6
13

月
火
金
金

広報委員会
令和７年度第4回常議員会
無料 法律相談
無料 法律相談

日 曜日 行　　　事
17
24
27

火
火
金

無料 金融相談（兵庫県信用保証協会 加古川支所）
無料 不動産相談
第189回臨時議員総会

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、3月20日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

　

加
古
川
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
好
立
地

に
定
員
12
名
〜
90
名
ま
で
の
様
々
な
タ

イ
プ
の
会
議
室
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

展
示
会
や
販
売
会
な
ど
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
展
示
ホ
ー
ル
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
利
用
時
間
の
区
分
は
他
に

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

貸
会
議
室
の
ご
案
内

時間
室名・定員 9〜12時 13〜17時 18〜21時 9〜21時

5F 500 会議室 22名 最初の 2 時間 2,640円、以降 1 時間ごとに 1,320円

4F

大会議室(A+B) 90名 14,520 24,200 24,200 58,080

特別会議室 36名 11,616 23,232 23,232 53,240

オーバルルーム 14名 1 時間ごとに 1,936円

1F 展示ホール(A+B ） 約200名 33,880 38,720 38,720 106,480

B1

B1 中会議室 38名 最初の２時間 4,224円、以降 1 時間ごとに 2,112円

B1 小会議室 18名 最初の 2 時間 2,640円、以降 1 時間ごとに 1,320円

B1 特別室 12名 最初の 2 時間 2,640円、以降 1 時間ごとに 1,320円

詳細はこちら

※B1の使用時間は９～22時

※全館Wi-Fiフリースポット完備

※有料貸出可能な備品はプロジェクター、スクリーン、放送設備等

●お問い合わせ 総務管理課（貸室担当）TEL０７９－４２４－３３５５

貸室利用料金表（会員料金）（消費税 10％込み価格 単位：円）

Web回答は
コチラから

（回答締切３月31日）
　

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

３
月
23
日
㈪
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
で
は
、
よ
り
良
い
誌
面
づ
く
り

の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
何
か
と
ご
多
用
の
折
に
恐

縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
か

こ
が
わ
誌
面
内
で
後
日
公
表
予
定
で
す
。

※
５
分
程
度
で
終
わ
る
簡
単
な
ア
ン
ケ

ー
ト
で
す
。

　
印
刷
物
入
札

商
工
か
こ
が
わ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ご
協
力
の
お
願
い


